
１　評価方法

 （２）評価の考え方は、別紙「評価の視点」のとおりとする。
　　　 なお、提案書に評価項目に該当する記載がない場合は１点とする。

 （３）項目ごとの評価で過半数の「１」があった場合は、受託候補者としての特定は行わないものとする。

　　　（「ワーク・ライフ・バランス、障害者雇用、健康経営に関する取組」項目は除く。）

２　評価項目及び加算項目

配点
加重
倍率

評価点

１　業務遂行力について 15 20（小計）

(１) 類似業務の実績 ・過去５年間の類似業務の実績 5 - 5

(２) 業務実施体制
・専門性と経験を有した人員を備えているか。
・業務実施に充分な人員の構成と人数になっているか。

5 ×2 10

(３) 業務実施スケジュール ・実施スケジュールは妥当か。 5 - 5

25 75（小計）

(１) 業務目的の理解度 ・本業務の目的や必要性を充分に理解しているか。 5 ×2 10

(２) 観光・ＭＩＣＥに対す
る現状・課題の理解度

・本市の観光・ＭＩＣＥの置かれた状況を充分に理解して
いるか。

5 ×2 10

(３)10年先を見据え、特に
優先すべき取組の提案力

・観光、ＭＩＣＥそれぞれの取組内容が、10年先を見据え
た妥当な提案となっているか。

5 ×4 20

(４)10年先を見据え、設定
すべきＫＰＩ項目の提案力

・設定すべきＫＰＩの項目が、10年先を見据えた妥当な提
案となっているか。

5 ×3 15

(５)観光・ＭＩＣＥ戦略の
構成力

・作成方針が明快で、わかりやすい構成になっているか。
・充分な成果物が期待できそうか。

5 ×2 10

(６)有識者ヒアリングの候
補案

・横浜市の観光・ＭＩＣＥ戦略策定にあたり、納得性の高
い候補者が提案されているか。

5 ×2 10

6（小計）

次世代育成支援対策推進法に定める「一般事業主行動計画」
の策定。（従業員101人未満の場合のみ加算）

1 - 1

女性活躍推進法に定める「一般事業主行動計画」の策定。（従
業員301人未満の場合のみ加算）

1 - 1

次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみんマーク、プ
ラチナくるみんマーク）の取得

女性活躍推進法に基づく認定（えるぼし）の取得

よこはまグッドバランス賞の認定

若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール）の取得 1 - 1

障害者雇用促進法に基づく法定雇用率2.2％の達成 1 - 1

健康経営銘柄、健康経営優良法人（大規模法人・中小規模法
人）の取得、又は、横浜健康経営認証のＡＡＡクラス若しくはＡ
Ａクラスの認証

1 - 1

101（合計）

２　提案内容について

1 -

 （４）応募者が１者のみの場合は、最低制限基準（評価の合計得点の６割）以上であることを条件に、委員長は出席
       した評価委員全員の合意をもって当該応募者を受託にふさわしい候補者として業者選定委員会に報告できる。

ワーク・ライフ・バラン
ス、障害者雇用、健康経営
に関する取組

「横浜市観光・ＭＩＣＥ戦略策定補助業務委託」
提案書評価基準

評価項目及び着目点

加算項目

左記認定のい
ずれか１つ以
上を取得して
いれば１点

 （１）出席した評価委員（以下「評価委員」という）は、下表の評価項目についてはＡ～Ｅ（１点～５点）の５段階
　　で評価し、加算項目については１つ満たすごとに１点を加算し、評価点を与える。



別紙

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
5 4 3 2 1

（１）類似業務の実績
・平成27年度から令和元年度の間に、国、地方自治体、またはそれに
準ずる団体のいずれかより、観光、ＭＩＣＥ双方の戦略策定補助業務
（策定にむけた調査業務を含む）を受託した実績がある者

観光、ＭＩＣＥそれぞ
れ１件以上の実績を有
し、その合計が５件以
上ある。

観光、ＭＩＣＥそれぞ
れ１件以上の実績を有
し、その合計が４件あ
る。

観光、ＭＩＣＥそれぞ
れ１件以上の実績を有
し、その合計が３件あ
る。

観光、ＭＩＣＥそれぞ
れ１件の実績がある。

実績についての記載が
ない。

- 5

（２）業務実施体制
・専門性と経験を有した人員を備えているか。
・業務実施に充分な人員の構成と人数になっているか。

特に優れており、高度
な専門性と抱負な経験
を有する人員を中心と
した万全の体制が組ま
れている。

優れており、専門性と
経験を有する人員を中
心とした標準以上の体
制が組まれている。

標準的であり、専門性
と経験を有する人員を
中心としたある程度の
体制が組まれている。

やや不十分であり、実
施体制に不安な点があ
る。

不十分であり、実施体
制が整っていない。
または記載が無い。 ×2 10

（３）業務実施スケジュール ・実施スケジュールは妥当か。

特に優れており、業務
実施にあたり充分な見
通しが立っている。

優れており、業務実施
に見通しが立ってい
る。

標準的であり、業務実
施にある程度の見通し
が立っている。

やや不十分であり、業
務実施に向け不安な点
がある。

不十分であり、業務実
施にあたっての見通し
が立っていない。
または記載が無い。 - 5

(１) 業務目的の理解度 ・本業務の目的や必要性を充分に理解しているか。

特に優れており、本業
務の目的や必要性を的
確に理解している。

優れており、本業務の
目的や必要性をほぼ理
解している。

標準的であり、本業務
の目的や必要性をある
程度理解している。

やや不十分であり、本
業務の目的や必要性へ
の理解度に不安な点が
ある。

不十分であり、本業務
の目的や必要性を理解
していない。
または記載がない。

×2 10

(２) 観光・ＭＩＣＥに対
する現状・課題の理解度

・本市の観光・ＭＩＣＥの置かれた状況を充分に理解しているか。

特に優れており、本市
の観光・ＭＩＣＥの置
かれた状況を的確に理
解している。

優れており、本市の観
光・ＭＩＣＥの置かれ
た状況をほぼ理解して
いる。

標準的であり、本市の
観光・ＭＩＣＥの置か
れた状況をある程度理
解している。

やや不十分であり、本
市の観光・ＭＩＣＥの
置かれた状況の理解度
に不安な点がある。

不十分であり、本市の
観光・ＭＩＣＥの置か
れた状況を理解してい
ない。
または記載がない。

×2 10

(３)10年先を見据え、特に
優先すべき取組の提案力

・観光、ＭＩＣＥそれぞれの取組について、10年先を見据えた提案が
できているか。

特に優れており、将来
を見据えて非常に的確
な取組が提案されてい
る。

優れており、将来を見
据えて的確な取組が提
案されている。

必要水準を満たしてお
り、将来を見据えて標
準的な取組が提案され
ている。

やや不十分であり、将
来を見据えた提案内容
に不安な点が散見され
る。

提案内容が不十分であ
る。
または記載がない。

×4 20

(４)10年先を見据え、設定
すべきＫＰＩ項目の提案力

・設定すべきＫＰＩの項目が、10年先を見据えた提案となっている
か。

特に優れており、将来
を見据えて非常に的確
なＫＰＩの項目が提案
されている。

優れており、将来を見
据えて的確なＫＰＩの
項目が提案されてい
る。

必要水準を満たしてお
り、将来を見据えて標
準的なＫＰＩの項目が
提案されている。

やや不十分であり、将
来を見据えたＫＰＩの
項目に不安な点が散見
される。

提案内容が不十分であ
る。
または記載がない。 ×3 15

(５)観光・ＭＩＣＥ戦略の
構成力

・作成方針が明快で、わかりやすい構成になっているか。
・充分な成果物が期待できそうか。

特に優れており、作成
方針や構成が明快で充
分な成果物が期待でき
る。

優れており、標準以上
の成果物が期待でき
る。

必要水準を満たしてお
り、ある程度の成果物
が期待できる。

やや不十分であり、成
果物の提出に不安があ
る。

不十分である。
または記載がない。

×2 10

(６)有識者ヒアリングの候
補案

・横浜市の観光・ＭＩＣＥ戦略策定にあたり、納得性の高い候補者が
提案されているか。

特に優れており、本業
務委託の目的を充分に
果たすことができる候
補者が示されている。

優れており、本業務委
託の目的を標準以上に
果たすことができる候
補者が示されている。

ある程度の妥当性があ
り、本業務委託の目的
を標準程度果たすこと
ができる候補者が示さ
れている。

やや不十分であり、本
業務委託の目的達成に
向けて不安な点があ
る。

不十分である。
または記載がない。

×2 10

加重倍
率

配点

- 1

- 1

- 1

- 1

- 1

- 1

合計

若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール）の取得

健康経営銘柄、健康経営優良法人（大規模法人・中小規模法人）の取得、又は、横浜健康経営認証のＡＡＡクラス若しくはＡＡクラスの認証

「横浜市観光・ＭＩＣＥ戦略策定補助業務委託」提案書評価基準

評価の視点

評価項目 評価の着目点
評価

加重倍
率

配点

障害者雇用促進法に基づく法定雇用率2.2％の達成

101

業務遂行力について

提案内容について

加算項目
評価の着目点

次の項目について１つ満たすごとに１点加算

ワーク・ライフ・バランス、障害者雇用、健康経営
に関する取組

次世代育成支援対策推進法に定める「一般事業主行動計画」の策定。（従業員101人未満の場合のみ加算）

女性活躍推進法に定める「一般事業主行動計画」の策定。（従業員301人未満の場合のみ加算）

次の①～③のうち、いずれか一つを取得しているか
①次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみんマーク、プラチナくるみんマーク）の取得
②女性活躍推進法に基づく認定（えるぼし）の取得
③よこはまグッドバランス賞の認定
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